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訪問看護 ス テ ー シ ョ ン に お ける看護活動に関す る研究
一 看護婦 (士)-ク ライ エ ン ト相互行為場面に焦点を当て て -
鈴 木 美 和 (千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程)
本研究の 目的 は, 訪問看護 ス テ ー シ ョ ン に所属す る看護婦 (士) と在宅療養中の ク ライ ェ ン ト及 び家族 の 相互行為場面 か
ら, 看護婦 ( 士)の 行う看護活動 の 実際を明 らか に し, そ の 特徴 に つ い て 検討す る こ とで あ る｡ 本研究 の デ ー タ は, 相互行
為14場面に お け る看護婦 の 活動内容 で あ り, 分析 に は質的帰納的分析を用 い た｡ そ の 結果, 訪問看護 ス テ ー シ ョ ン に所属す
る看護婦 ( 士)は, 【Ⅰ. ク ラ イ エ ン トに 関する情報収集 と評価 によ る問題 の 探索】 【Ⅱ. ク ラ イ エ ン トの 状態 に応 じた専
門的技術 の 提供】 【Ⅲ. ク ライ エ ン ト ･ 家族 に対す る専門的知識の 提供】 【Ⅳ . 看護婦 ( 士)の 役割遂行 に向けた家族 ･ 他
職種 と の 協 力 と調整】 【Ⅴ. 家族 の 介護状況 の 査定 と介護支援】 【Ⅵ. 在 宅療養継続 に向 けた 人間関係 の 形成 と調整】 【Ⅶ .
家庭 の 状況 に 応 じた 人的 ･ 物的資源 の 看護 へ の 活用】 【Ⅷ . 看護 実施 に お け るク ライ エ ン ト ･ 介護 を担 っ て い る家族 の 意思
の 尊重】 と い う8 カテ ゴ リ に分類 され る活動を行 っ て い る こ と が 明 らか に な っ た ｡ 本研究の 結果 は, 訪問看護が , ク ライ エ
ン ト へ の 直接的看護の 提供を主要目的 とす る と と もに, 家族 へ の 支援 に お い て 重要な機能を担う と い う特徴を持 つ こ と を示
し た｡
K EY W OR D S: ho m e nur sing c a r e, visiting nur s e s,
inte r action, qu alitativ e a n alysュs
I
. は じめ に
今日, 在宅療養中の ク ライ ェ ン ト の ニ ーズは多様化し,
在宅療養継続に向けて , ク ライ エ ン ト及びそ の家族は,
保健 ･ 医療 ･ 福祉の 多岐に わたる支援を必要として い る｡
支援と して の 社会資源の 活用は, 在宅療養中のク ライ ェ
ン ト及びそ の 家族が , 安心し て療養生活を送り, 生活 の
質を確保するため に重要で あり, 着実 に増加して い る 1)0
訪問看護 は, 在宅療養支援サ ー ビ ス の 一 つ で あ り, そ
の看護活動の実際はそれを担 っ て い る看護婦 (士) 自身
に よる事例研究 2), 実践報告 3) を通し て明らか に され て
い る｡ し かし, 観察法を用い て , 客観的な視点か ら看護
棉 (士)の活動内容を捉え , 明らか に したもの はな い ｡
ま た, 在宅療養中の ク ライ ェ ン ト及び家族に最適な看護
を提供するため に は, 看護職と関連職種が連携を取り な
が ら, チ ー ム と し て支援計画を遂行して いく ことが重要
で ある｡ こ の支援計画遂行に 向け て , まずそれぞれ の職
種が提供可能な看護または援助に つ い て相互に 理解する
必要が ある｡
本研究 は, 看護婦 (士)と在宅療養中の ク ライ エ ン ト
及び家族の 相互行為場面を参加観察(非参加型)4) する こ
と に より, 訪問看護ス テ ー シ ョ ン に お ける看護婦 (士)
の 行う看護活動を明らか にする ことを試みたもの である｡
Ⅱ . 研究目的
看護婦 (士)と在宅療養中のク ライ エ ン ト及び家族の
相互行為場面か ら, 看護婦 (士) の行う訪問看護活動を
明らか に し, そ の 特徴に つ い て検討する｡
Ⅲ . 用語の 概念規定
1
. 看 護 (n u rsing)
看護と は, ｢看護婦 (士) とク ライ エ ン ト の人間的な
相互行為の プ ロ セ ス で あり, そ の プ ロ セ ス に よ っ て , 各
人は, 他者とそ の 置かれ て い る状況を知覚 し, コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン を通じ て目標を設定 し, 手段を探求し, 目標
達成の ため の手段に合意する こと 5)｣ で ある｡
2
. 訪問看護 (visiting n ur sing)
訪問看護とは, 看護婦 (士) と ク ライ エ ン ト及びそ の
家族が , ク ライ ェ ン ト と家族の居宅に お い て展開する相
互行為の プ ロ セ ス で あ る｡
3
. 訪問看護婦 ( 士)(visiting n u rses, visiting m a一e
n u rses)
訪問看護婦 (士)と は, わ が国 にお ける保健婦助産婦
看護婦法の 規定に より看護婦 (士) の免許を受け, 訪問
受 理 : 平成11年 7月16 日 Ac c epted: July . 16. 1999.
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看護を実施する看護婦 (士) を指し, 本研究にお い て は,
訪問看護 ス テ ー シ ョ ン に 所属する看護婦 (士)とする｡
4. 相 互行為 (intera ctio n)
相互行為とは, 人間と環境, な ら び に人間と人間の 間
の 知覚と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の プ ロ セ ス で あ り, 目標を
めざす言語的もしくは非言語的行動 6) で あ る｡
Ⅳ . 研究方法
1 . デ ー タ 収集方法
訪問看護 ス テ ー シ ョ ン に 所属する看護婦 (士)と在宅
療養中のク ライ エ ン ト及び家族の相互行為14場面を参加
観察 (非参加型)し, 観察 フ ォ ー ム に 記述した｡ こ の観
察 フ ォ ー ム は, 先行研究の観察 フ ォ - ム 7) に 基 づ く も の
で あり, 観察場面に お ける看護婦 (士)とク ライ エ ン ト
及び家族の発言並びに 行動を , 時間の 経過に沿 っ て記録
するため に独自に作成した もの で ある (表1参照)｡ 参
加観察 に際し, ク ラ イ エ ン ト及び家族の生活状況の概要
に つ い て は, 事前 に担当看護婦か ら情報を収集した｡ デ ー
タ 収集期間は, 1997年12月22 日か ら1997年12月26 日まで
の 間 の 4 日間で あ っ た｡ 1相互行為場面 は, ク ライ エ ン
ト1名ま たは2名及び家族に対するそ の受 け持ち看護婦
の , 1回 の訪問看護場面とした｡
表1 観察フ ォ ー ム
訪問 目 時 : 担当看護婦 (士):
ク ラ イ エ ン ト . 家族 の 言 動 看護婦 (士) の 言動
2
. 研究にお ける倫理的配慮
対象者 へ の倫理的配慮は, 日本看護教育学学会研究倫
理指針 8) に 基づ い て 行 っ た｡ 具体的に は, 看護婦に対 し
研究の主旨, 匿名性の確保, 研究協力 へ の 自由意志の尊
重 に つ い て説明し, 書面 に より研究協力 へ の同意を得た｡
在宅療養中の ク ラ イ エ ン ト及び家族か ら の研究協力に対
する同意は, 研究協力に同意した看護婦が, 観察者の身
分と看護婦の 訪問看護活動を研究して いる ことを説明し,
口頭 に より承諾の意志を確認する こと に より得た｡
3. 分析方法
1) 訪問前に収集した情報と, 観察 フ ォ ー ム の 記述をも
と に ク ライ エ ン ト の身体状況及び訪問看護状況を明ら
か に した｡
2) 観察フ ォ ー ム の 記述をもと に , 分析 フ ォ ー ム を用い ,
看護婦の言動を活動内容と して 観察者の視点から意味
づ けし, コ ー ドと し て抽出した (表2参照)0
3) 2) の コ ー ド を意味内容の類似性に基づ き, カ テ ゴ
表2 分析フ ォ ー ム ( 場面9 ･ 一 部抜粋)
ク ライ エ ン ト .
看護婦 (士) の 言動
看護婦 ( 士)の
家族 の言動 言動 の意味
｢そ うo 明 日 レ ン ト
ゲ ン を と る の で タ ン
ク ト ッ プ に着替 え る o
そ こ に 入 つ て い る か
らD｣
起 き よ うと す る 行 動
をと り始 め る○
｢痛い○｣
① a ｢ 明日 は 病院 で
した よ ね ?｣
②b ｢タ ン ク ト ッ プ
①受診予定 の確認
② ク ラ イ エ ン トの こ -
と シ ャ ツ と靴 下 で い
い ?｣ と 言つ て 着替
ズ の確認
えを準備す るo
⑨ a ｢ お部 屋寒い で ③ ク ラ イ エ ン 卜 の 体
すかね ?｣ と言つ て , 感温度 . 室温の 確認
④ ス ト ー ブの 温 度設 ④ ク ラ イ エ ン ト の 適
定を上 げるo
⑤ a ｢ 手伝う?｣
⑥ a ,b ク ラ イ エ ン
切 な体 温保持
⑤ ク ラ イ エ ン ト に 対
｢手伝 わ な い 方が い
い○｣ ゆ つ く りと左 側
す る援 助 必要 性 の 確
認
臥位 に な る○
⑥ ク ラ イ エ ン 卜 の 主
ト を見守 るo 体性の 尊重
リ化した｡
4 . 研究 の信頬性と妥当性につ いて
研究の 信頼性と妥当性 は, 研究計画立案からデ ー タ の
収集 ･ 分析 の過程に お い て , 16年 の臨床経験を有する看
護系大学大学院生に ス ー パ ー ビジ ョ ン を受け, 確保した｡
V
. 結 果
1. 看護婦 (士)の背景
観察対象とな っ た看護婦は3名で あり, 全 て女性で あ っ
た｡ 看護婦経験年数は, 7年から10年で あり , 訪問看護
経験年数 は6 ケ月か ら2年で あ っ た｡
2
. ク ラ イ エ ン トの背景と訪問看護状況
観察対象とな っ た在宅療養中の ク ライ エ ン ト は男性6
名, 女性8名で あ っ た｡ 年齢は40歳か ら95歳で あり, 平
均79歳で あ っ た｡ ク ラ イ エ ン ト の 主疾患は心疾患, パ ー
キ ン ソ ン 病, 悪性腫癌 , 脳血管疾患, 脳血管性痴呆, 結
節性多発性動脈炎, 筋萎縮性側索硬化症で あ っ た (表3
参照)｡ こ れら の ク ライ エ ン ト の うち64 % は, 日常生活
に全介助が必要で あ っ た｡ ま たク ライ エ ン ト の64% は,
言語的 ･ 非言語的に意志表示が可能で あ っ た ｡ 医療機器
装着状況と処置内容は, 勝駅留置カ テ ー テ ル ･ ⅠV H･ 在
宅酸素 ･ 人工呼吸器な どの使用と勝朕洗浄 ･ 裾癒処置 ･
涜腸 ･ 摘便な どで あ っ た｡ 訪問看護の頻度は, 1週間あ
たり1回から4回で あり, 1場面当たり の看護婦数 は1
名または2名, 滞在時間は, 30分から90分で あ っ た｡ 訪
問看護の 際, 看護婦の 行う看護活動に共に参加した の は,
在宅中の介護 を担 っ て い る家族12名のうち3名で あ っ た｡
3
. 訪問看護場面の 看護婦 (士) の活動内容
看護婦と在宅療養中のク ライ エ ン ト及び家族の相互行
為14場面を分析した結果, 看護婦の 言動か ら, 活動内容
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表3 14訪問看護場面におけるクライ エ ン トの概要
場面
クライ
エ ン ト クライ エ ン 卜の主疾患
. 医療機器装着状況 . 処置内容 看護婦
1 A 心房 ブ ロ ッ ク , I V H. ペ ー ス メ ー カ ー 管理 a
2 B パ ー キ ン ソ ン病, 裾癒処 置 . カ テ ー テ ル 交換 a
3 C 肺癌, 経菅栄養管理 . 勝既洗浄 a
4 D 脳梗塞, 人工月工門管理 a
5 E, F 脳梗塞, 服薬管理 . リ ハ ビリ テ - シ ョ ン a
6 G 脳血管性痴呆, 裾癒処 置 a
7 H 大動脈弁閉鎖症, 膳朕洗浄 . 涜腸 . 摘便 b
8 Ⅰ 多発性脳梗塞, 膜状洗浄 . 院腸 . 摘便 b
9 ∫ 結節性多発性動脈炎, 清拭 . 洗 髪 a,b
10 K 結腸癌, 謄耽洗浄 . イ レ ウ ス チ ュ ー ブ管理 a,b
1+ B パ ー キ ン ソ ン病, 裾癒処 置 . 涙 腺 . 摘便 a, C
12 L 脳梗塞, 裾癒処置 a. C
13 M 筋萎縮性側索硬化症, 吸 引 . 人工 呼吸器管理 a,b
14 N 多発性脳梗塞, 裾癒処置 . 胃療管 理 a , b
と して80コ ー ド を抽出した｡ こ れ らの コ ー ド は, 30サ ブ
カ テ ゴ リを形成し, さ ら に 8 カテ ゴ リを形成 した (表4
参照)｡ 以下, カ テ ゴ リ は 【】 に より示す｡
【Ⅰ . ク ライ エ ン トに関する情報収集と評価による問
題 の探索】
こ の カ テ ゴ リ は, 看護婦 (士) がク ライ エ ン ト の 習慣
や生育歴と い っ た生活背景, 居住地の衛生状況とい っ た
生活環境, 納税状況や資産の有無とい っ た経済状況, 健
康状態に 関する情報と実際の観察結果をもとに 健康状態
の 査定を行い , 査定した結果か ら問題を探索する活動を
示して い る｡ 看護婦は, 看護提供に際し, 様 々 な側面か
ら ク ライ エ ン ト に 関する情報収集を行い , 看護実施時に
はク ライ エ ン ト の疲労度 ･ 尿の 性状 ･ 前回訪問時の看護
実践の効果を確認 し評価を行うと いう過程に お い て , 常
に問題を探索して い た｡
【Ⅱ. ク ラ イ エ ン トの状態に応じた専門的技術の提供】
こ の カ テ ゴ リは, 看護婦 (士) が ク ライ ェ ン ト の健康
状態を査定し, そ の結果, ク ライ エ ン ト の状態に合わせ
て 看護技術, 看護方法を選択 し, 提供する活動を示して
い る｡ ク ラ イ エ ン ト の状態とは, セ ル フ ケ ア の 状況も含
み, 看護婦はそ の状況に合わせ て セ ル フ ケ ア を促 し, 局
守り, 清拭 ･ 洗髪 ･ 摘便 ･ 裾癒処置な どの看護技術を提
供して い た｡ こ の 看護技術に は, ク ライ エ ン ト の表現の
理解を含み, 看護婦は, ク ラ イ エ ン ト の表現を正確に 理
解するため に言葉を補い , 換言し て い た｡ こ れ ら の専門
的技術の提供に 際し, 看護婦は, 看護技術の確実性を確
認し, 予防衣を装着し, 終了時に は ベ ッ ト柵を戻すとい っ
た行動を取り, ク ライ エ ン ト と自分自身の安全性を確保
して い た｡
【Ⅲ . クライ エ ン ト ･ 家族に対する専門的知識の提供】
こ の カ テ ゴ リは, 看護婦 (士) が ク ライ エ ン ト及び家
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族 に対し て , ク ライ エ ン ト の 血圧な どの測定値を報告し,
異常 の有無を確認し, ク ラ イ エ ン ト及び家族が客観的に
ク ライ エ ン ト の健康状態を理解で きる よう に , 専門的知
識を提供する活動を示 して い る｡ 看護婦は, ク ラ イ エ ン
ト及び家族に対し, 継続 して 処置を行 っ て い る裾癒の 改
善に向け, 入浴が効果的で ある ことを説明し, 入浴サ ー
ビ ス の利用を促し て い た｡ ま た , 看護婦 は, ク ライ エ ン
トが家族から依頼を受けた服薬に 関する相談に応じ, 実
際 に薬剤を確認し, そ の作用 ･ 副作用を説明し, 適切な
服薬に つ い て助言をし て い た｡
【Ⅳ . 看護婦 (士)の役割遂行に向けた家族 ･ 他職種
との 協力と調整】
こ の カ テ ゴ リは, 看護婦 (士)が, ク ラ イ エ ン ト や介
護を担 っ て い る家族か ら主治医の往診状況, 保健婦 (士)
の 訪問状況を把握し, 家族や他職種と協力 して看護を提
供する活動を示して い る｡ 看護婦は, ホ ー ム ヘ ル パ ー と
協力して 摘便を行い , ヘ ル パ ー に対し, ク ライ ェ ン ト の
状態を主治医に報告する際の必須事項を提示 して い た｡
ま た , 看護婦は, ク ラ イ エ ン ト の状態, 実施 した看護及
び援助を , ク ラ イ エ ン ト の家庭に設置した ノ ー ト に記録
する こ と に よ っ て , 他職種と情報交換を行い , ク ライ エ
ン ト に関する認識を共有して い た｡
【Ⅴ . 家族の 介護状況の査定と介護支援】
こ の カ テ ゴ リ は, 看護婦 (士)が介護を担 っ て い る家
族の地域組織活動 へ の参加状況, 1 日 の過 ごし方と い っ
た生活状況, 介護 に使用 して いる機器に関する情報, 介
護方法を把握し, そ の結果, 介護状況を査定し, 介護上
の相談に応じる活動を示して いる｡ 看護婦は, 介護を担 っ
て い る家族の表現を理解するため に言葉を補い , 介護負
担を労い ながら介護実践を評価し, そ の効果を説明する
こ と に より介護実践を直接支援して い た｡
【Ⅵ . 在宅療養継続に向けた人間関係の形成と調整】
こ の カ テ ゴ リは, 看護婦 (士)がク ライ ェ ン ト と の信
頼関係を結ぶ ため に頻回に話しかけ, ク ライ ェ ン ト が家
族に直接言えな い事を代行して伝達し, ク ライ エ ン ト と
家族の 関係を調整する活動を示して い る｡ 看護婦は, ク
ライ エ ン ト か らの 看護提供に対する気兼ね を受け止め,
そ れ に配慮 しなが ら行郵して い た｡
【Ⅶ . 家庭 の状況に応 じた人的 ･ 物的資源の 看護 へ の
活用】
こ の カ テ ゴ リは, 看護婦 (士) が陰部洗浄の 際に食器
用洗剤の空容器を活用し, 創部の保護に紙 オ ム ツ を利用
するなど家庭の状況に応じた必要物品を選択し, 活用す
る活動を示して い る｡ 看護婦は, 洗髪 の実施 に際し, ケ
リ ー パ ッ ド の持参, 勝朕洗浄の実施に 際し, 携帯が容易
で ある シ リ ン ジの 活用, 手浴 の実施に際し, 点滴 の 空き
ボ ト ル の 活用と い っ た準備, 工夫をし て い た｡ ま た , 香
護婦 は, 準備 にお い て家族に協力を依頼 したり, 1人で
看護を提供する際に物品の配置を工夫するな ど, 家族あ
る い は自分自身とい っ た限られた人的資源を効果的に活
用して い た｡
【Ⅷ . 看護実施におけるク ラ イ エ ン ト ･ 介護を担 っ て
い る家族の 意思 の尊重】
こ の カ テ ゴ リは, 看護婦 (士)が看護提供に向けて ク
ラ イ エ ン ト の同意を得, 物品利用の承諾を得る活動を示
してい る｡ 看護婦は, ク ラ イ エ ン ト に 対し, 希望する布
団の かけ方に つ い て確認 し, そ れを実施して い た｡ ま た,
介護を担 っ て い る家族か らの , ク ラ イ エ ン ト へ の渓腸施
行の要請に応じ て い た｡ さ ら に , ク ラ イ エ ン ト の清潔保
持に 際し, 看護婦の 具体策と介護を担 っ て い る家族の意
思が 一 致 しな い場合, 看護婦は家族の 意思を尊重しなが
ら, 清潔保持とい う目標達成に向け, そ の具体策を洗髪
から頭部の清拭 へ と切り替え て 実施し て い た｡
Ⅵ
. 考 察
本研究の結果, 訪問看護 ス テ ー シ ョ ン に所属する看護
婦 (士) は, 訪問看護 にお い て , 8 カ テ ゴ リ に分類され
る活動を行 っ て い る こ とが明らか に な っ た｡ ま た , 結果
は, 看護婦 (士) の 活動内容が , ク うイ エ ン ト へ の 直接
的看護の提供, 家族を支援する こと に よるク ライ エ ン ト
ヘ の 間接的看護の 提供, 家族 へ の直接的看護の提供とい っ
た主と して 3側面か ら構成され て い る こ とを示唆する｡
以下, こ の 3側面に着目し, 訪問看護活動の 特徴に つ い
て検討する｡
1. ク ラ イ エ ン トへ の 直接的看護の提供
本研究の結果が示す看護婦 (士)の 活動内容の うち,
【ク ラ イ エ ン ト に関する情報収集と評価に よる問題の探
索】 【ク ライ エ ン ト の状態に応 じた専門的技術の提供】
【ク ライ エ ン ト ･ 家族 に対する専門的知識の提供】 【在
宅療養継続に向けた人間関係の形成と調整】 【看護実施
に お けるク ライ エ ン ト ･ 介護を担 っ て い る家族の意思の
尊重】 は, 看護婦 (士)が, ク ラ イ エ ン ト へ 直接看護を
提供する, あ る い はそ の ため にク ライ エ ン ト と相互行為
表4 訪問着護場面の観察か ら得 られた看護婦 (士)の活動内容
サ ブ カ テ ゴ リ カ テ ゴ リ
1. ク ライ エ ン ト の 生活背景 の 把握p Ⅰ . ク ライ エ ン トに 関す る情報収
2. ク ライ エ ン ト の 生活環境 の 把握 集 と評価 に よ る 問題 の 探索
3. ク ライ エ ン トの 経済状況 の 把握
4. 看護 の 必要性を判断する た め の ク ラ イ エ ン トの 状態 に関す る情報収集
5. 看護実施時に お け るク ラ イ エ ン トに 関す る問題発見
6. 看護実施後 の 評価
7. ク ラ イ エ ン トの 状態 に合わせ た 看護技術 . 方法 の 選択 Ⅱ. ク ラ イ エ ン トの 状態 に 応 じ た
8. ク ラ イ エ ン トの セ ル フ ケ ア の 支援 専門的技術 の 提供
9 . ク ラ イ エ ン トの の セ ル フ ケ ア に合わせ た看護技術 の 提供
10. ク ライ エ ン ト . 看護婦 (士) の 安全性 の 確保
ll
. ク ライ エ ン ト の 表現を理解す る た め の 補助
12
.
ク ライ エ ン 卜 に対す る現在 の 健康状態 に つ い て の 客観的デ ー タ の 提供 Ⅱ . ク ラ イ エ ン ト . 家族 に 対 す る
13. ク ライ エ ン ト に対す る身体状況 に つ い て の 正 確な 知識 の 提供 専門的知識 の 提供
14
. 介護を 担 つ て い る家族 に対す る ク ラ イ エ ン トの 状態を理解す る ため の 正確 な知識 の
提供
15
.
ク ライ エ ン ト . 介護 を担 つ て い る家族 に 対す る看護の 有効性 の 説明
16
. 家族 の 健康問題 へ の 助言
17. ク ラ イ エ ン トが受 け て い る他 の 保 健医療サ ー ビ ス の 把握 Ⅳ. 看護婦 (士)の 役割遂行 に向
18. 看護婦 (士). 家族 . 他職 種 との 看 護提供 にお け る協力 け た家族 . 他職種 と の 協力 と
19. 看護婦 (士). 家族 . 他職 種 とク ラ イ エ ン ト状態 の 認識 の 共有 調整
20. 介護 を担 つ て い る家族の 生活状況の 把握 Ⅴ . 家族 の 介護状況 の 査定 と介護
21
. 介護 を担 つ て い る家族の 介護方法の 把握 支援
2 2. 介護 を担 つ て い る家族 の 介護実践の 支援
2 3. 介護 を担 つ て い る家族 の 表現を理解す る た め の 補助
24. 介護 を担 つ て い る家族 の 介護負担 へ の 配慮
25. ク ラ イ エ ン ト との 信頼関係 の 保持 Ⅵ . 在宅療養継続 に向け た人間関
26. ク ラ イ エ ン ト と家族 の 関係調整 係 の 形成 と調整
27. 家庭の 状況 に応 じ た必要物品 の 選択 . 準備 . 活用 Ⅶ . 家庭 の 状況 に応 じた 人的 . 物
28. 看護の 効果を 高め る た め の 準備 . 工 夫 的資源 の 介護 へ の 活用
29. 看護実施 に向けた ク ライ エ ン ト . 介護 を担 つ て い る家族 の 同意 の 確認
Ⅷ . 看護実施 に お け るク ラ イ エ ン
ト . 介護 を担 つ て い る家族 の
意思 の 尊重30. 看護実施 における ク ライ
エ ン ト . 介護 を担 つ て い る家族 の 意見の 取り 入れ
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を重ね る活動で ある｡ こ れ らの 活動は, 看護婦 (士)が,
ク ラ イ エ ン ト と人間関係を築 き, 情報を収集し, ク ライ
エ ン ト の意思を尊重しなが ら専門的技術 ･ 知識を提供し,
評価すると い っ た看護過程の各段階を意味する ｡ こ の各
段階は, 看護婦 (士)が, 入院患者の 清潔の 援助場面に
お い て , 十分な意思の疎通を はか ろうと し, 情報の 組織
化と活用に より問題を探索 ･ 発見 し, そ の 間題の 解決 ･
回避 に向け て , 患者 に直接的に 関わる行動 9) に お い て も
存在 し, こ の こ とば, 看護過程が, 看護 の提供の 場に関
わらず, ク ラ イ エ ン ト の 問題を解決するため に用 い られ
る重要な方法で ある ことを示唆する｡
2. 家族を支援するこ とによるクラ イ エ ン ト へ の 間接的
看護の 提供
本研究の 結果が示す看護婦 (士)の活動内容の う ち,
【ク ライ エ ン ト ･ 家族 に対する専門的知識の提供】 【看
護婦 (士) の 役割遂行に向けた家族 ･ 他職種と の協力と
調整】 【家族の 介護状況の査定と介護支援】 【家庭の状
況に応じた人的 ･ 物的資源の看護 へ の活用】 は, 看護婦
(士) が , 家族を支援する こと に より , ク ラ イ エ ン ト へ
間接的に看護を提供する, あ る い はそ の ため に他職種と
協力 ･ 調整を行う活動で ある｡ こ れ ら の活動は, 看護婦
(士) が家族に対し, ク ライ エ ン ト の 介護 に関する専門
的知識を提供 し, 在宅療養継続に 向けた介護状況の査定
と介護支援を行うと い っ た介護を支える活動を示して い
る｡ 参加観察に よ っ て 収集した デ ー タ を, 帰納的に分類
した本研究の結果 は, 家族 へ の輸液管理指導1 0), 家族 の
介護力の評価 ･ 社会資源活用の推奨11) と い っ た先行研究
の 示す訪問看護婦 (士) の 活動内容と 一 致するもの で あ
る｡ 医療機関に お い て は, 医療職ならび に看護職が交代
して24時間患者を看護 して い るが , 在宅療養中の ク ライ
エ ン ト を支える家族に は, 交代が な い 12)｡ そ の た め, 家
族 の介護を支援する ことが重要で あり, こ の介護を支援
する活動は, 家族を介 した ク ラ イ エ ン ト へ の 間接的看護
の提供で ある ことを示唆する｡ 特 に 【家庭の 状況に応じ
た人的 ･ 物的資源の看護 へ の 活用】 は, 看護婦 (士)が,
必要物品とし て家庭に あるも の を代用し, 介護を担 っ て
い る家族の身体的 ･ 精神的 ･ 経済的な負担を考慮する活
動を示す｡ こ の活動は, 医療的な環境が整備され て い な
い家庭に お い て , 限 られた資源の 有効活用とそ の 工夫の
重要性を示唆する｡
3. 介護を担 っ ている家族 へ の 直接的看護の 提供 ･
本研究の結果が示す看護婦 (士)の 活動内容の うち ,
【ク ラ イ ェ ン ト ･ 家族 に対する専門的知識の 提供】 【家
族の 介護状況の査定と介護支援】 【看護実施に おける ク
ラ イ エ ン ト ･ 介護を担 っ て い る家族の意思の尊重】 は,
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看護婦 (士) が, 介護を担 っ て い る家族 に対して , 直接
的に看護を提供する, あ る い はそ の ため に家族と相互行
為を重ねる活動で ある｡ こ れ ら の活動 は, 看護婦 (士)
が , 家族 の主体性を尊重して相談に応 C, 専門的知識を
提供し, 介護を労うと い っ た家族に 直接看護 を提供する
活動を示して い る｡ こ の活動 は, 医療機関に所属する訪
問看護婦 (士)が , 訪問看護に お い て , 家族 の健康相談
や血圧測定を実施する1 3) と い っ た行動と同様の性質を持
ち, ク ライ エ ン ト の在宅療養を支える家族も, 直接的な
看護を受けるク ライ エ ン ト に なる ことを示唆する｡
以上, 訪問看護 ス テ ー シ ョ ン に 所属する看護婦 (士)
の活動内容の特徴を, ク ラ イ エ ン ト へ の 直接的看護の提
供, 家族を支援する こと に よるク ライ エ ン ト へ の 間接的
看護の提供, 家族 へ の 直接的看護の提供とい っ た 3側面
か ら検討した｡ しか し, 活動内容を示すそれぞれ の カ テ
ゴ リ は, こ れ ら3側面の うち1側面だけ に対応するもの
で はなか っ た｡ こ れ は, 訪問看護に おける主体が, 在宅
療養中の ク ラ イ ェ ン ト で あるとともに , ク ライ エ ン トを
支える家族である ことを示し, 訪問看護の特徴として 先
行研究の示す患者と家族の生活の尊重14) を支持する｡
本研究の結果は, 訪問看護が , ク ラ イ エ ン ト へ の直接
的看護の 提供を主要目的とするととも に , 家族 へ の支援
にお い て 重要な機能を担うと い う特徴を持 っ こ とを示し
た｡
Ⅶ
. 結 論
1. 訪問看護 ス テ ー シ ョ ン に所属する看護婦は, 在宅療
養中の ク ライ エ ン ト及び家族との 相互行為場面にお い て ,
【Ⅰ . ク ライ ェ ン ト に関する情報収集 と評価 に よる問題
の探索】 【Ⅱ. ク ラ イ エ ン ト の状態 に応 じた専門的技術
の提供】 【Ⅲ . ク ラ イ エ ン ト ･ 家族 に対する専門的知識
の提供】 【Ⅳ . 看護婦 (士) の役割遂行 に 向けた家族 ･
他職種と の協力と調整】 【Ⅴ . 家族 の 介護状況の査定と
介護支援】 【Ⅵ . 在宅療養継続に向けた人間関係の 形成
と調整】 【Ⅶ . 家庭 の状況に応じた人的 ･ 物的資源
'
の 看
護 へ の活用】 【Ⅷ . 看護実施にお ける ク ラ イ ェ ン ト ･ 介
護を担 っ て い る家族の意思の尊重】 とい う活動を行 っ て
い た ｡
2 . 訪問看護 ス テ ー シ ョ ン に所属する看護婦の活動内容
は, ク ライ エ ン ト へ の 直接的看護の提供, 家族を支援す
る こ と に よるク ライ エ ン ト へ の間接的看護の提供, 家族
へ の 直接的看護の 提供とい っ た主とし て 3側面を有する
可能性が ある ｡
3. 訪問者護は, ク ラ イ エ ン ト を中心とした家族を主体
と し, ク ラ イ エ ン ト へ の 直接的看護の提供を主要目的と
するととも に , 家族 へ の支援 にお い て重要な機能を担う
と い う特徴を持 っ ｡
Ⅷ
.
おわりに
本研究に お い て は, 便宜的標本抽出に よる
- 訪問看護
ス テ ー シ ョ ン 所属 の看護婦3名の看護活動を分析した｡
今後は, 無作為標本抽出による複数の訪問看護 ス テ ー シ ョ
ン に 所属する看護婦 (士)を対象と し, さ ら に対象者数
を拡大する こ と に より研究結果の 置換性を検討して いく
必要が ある ｡
最後 に , 研究 の場を提供し協力 して 下さ っ た訪問看護
ス テー シ ョ ン の看護婦ならび に在宅療養中の ク ライ エ ン
ト及び家族の皆様に深謝する｡
(本研究の 一 部 は, 第17回千葉県看護研究学会に発表済
みで ある｡)
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N U R SE S
'
ACTIVITIE S OF VISITIN G N U R SIN G ST A TIO N:
-FO CUSE D O NI NT E RA CTIO NB E T W EE N N URSE A N D CLI E N T-
M iw a Su z uki
M a ster
'
s Pr ogr a min Nu r sing, C b iba ロniv er slty
K E YW O RDS:
ho m e nursl ng C a r e, Visitl ng n u r s e s,inter a ctio n, qu alitativ e a n alysュs
T he pu rpo s eof this study w a sto cla rify nur sing a ctivitie sfo r clie nt and his/he rfa mily r e c eiving
hom e n u r sl ng C ar e by n u rs e swho belo ng visiting n u r sl ng Statio n･ by analyzl ng14 inte ra ction sbetw e e n
threepotitio n; nur s e, clie nt a nd his/he r family, to discu s stheir cha r acteristic s･ T he analysis w a s
qalitative ･ As the re s ult, the visitl ng nur S e
'
s activitie s w e rgro uped into the follo w lng 8 c ategorie s :
1)Se eking o ut pr oblem s by c ollecting info r m ation on clie nt a nd ev alu atio n･ 2) Providing pr ofe ssion al
skills taking the clie nt
'
s c o ndition into c o n side r atio n. 3)Pr o viding e xpe rtis e sfo r clie nt a nd his/her
fa mily. 4) Co ope r ation with a nd co ordin atio n of clie nt
'
s family or othe r o c cupatio nfo r pe rfor ming
n u r s e
,
s roles. 5) Asses sm e nt of the c aring situ ation fo r client by his/he r fa mily a nd s up po rt for
s uch c a ring . 6)Co n stitution andco o rdinatio n of hu man r elatio n sfor ke eping clie nt at his/he rho m e･
7) Us e of hum an o r othe r res o urc es fo r hom e n u r sing c ar e,by taking the client
'
s hom e into c o n sid-
er atio n. 8) Respe ct fo rintention of client a nd his/her fa mily･These r e s ults n ot only sho w ed that
hom e n u r s lng C ar e aim ed at n ursl ng fo r clie nt but als othatit took an im po rta nt functio n in s up-
porting fo r his/he rfa mily.
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